
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

六
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衆
議
院
議
員
原
茂
君
提
出
中
小
企
業
に
対
す
る
税
制
並
び
に
金
融
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。 
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三 

 
衆
議
院
議
員
原
茂
君
提
出
中
小
企
業
に
対
す
る
税
制
並
び
に
金
融
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る 

答
弁
書 

一 

本
年
六
、
七
月
頃
か
ら
景
気
回
復
の
き
ざ
し
が
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
八
月
に
米
国
の
輸
入
課
徴
金
制
度
の
実

施
、
為
替
変
動
幅
の
制
限
の
暫
定
的
停
止
が
重
な
り
、
さ
ら
に
今
回
の
十
か
国
蔵
相
会
議
の
結
果
、
輸
入
課
徴

金
制
度
は
撤
廃
さ
れ
る
も
の
の
、
米
ド
ル
に
対
し
て
十
六
・
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
円
の
切
上
げ
が
決
定
さ

れ
る
な
ど
、
現
在
中
小
企
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
き
わ
め
て
厳
し
い
。 

こ
の
た
め
昭
和
四
十
六
年
度
に
お
い
て
は
、
ま
ず
五
月
に
対
米
繊
維
輸
出
自
主
規
制
の
実
施
に
よ
り
影
響
を

受
け
る
繊
維
業
者
に
六
〇
〇
億
円
の
特
別
の
融
資
を
行
な
う
こ
と
を
決
定
し
、
次
に
七
月
に
景
気
浮
揚
策
の
一

環
と
し
て
政
府
関
係
中
小
企
業
金
融
三
機
関
か
ら
の
融
資
枠
を
二
六
五
億
円
追
加
し
、
さ
ら
に
九
月
に
は
、
輸

出
関
連
中
小
企
業
に
対
し
一
、
五
〇
〇
億
円
の
特
別
の
緊
急
融
資
を
行
な
う
こ
と
と
し
た
。 



ま
た
、
恒
例
の
年
末
追
加
と
し
て
、
去
る
十
一
月
一
、
八
八
〇
億
円
の
融
資
枠
の
追
加
を
行
な
い
、
さ
ら
に

十
二
月
に
入
り
対
米
繊
維
輸
出
規
制
の
影
響
を
受
け
る
繊
維
業
者
に
対
し
六
五
〇
億
円
の
融
資
を
行
な
う
こ
と

を
決
定
し
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
政
府
と
し
て
は
中
小
企
業
を
め
ぐ
る
環
境
の
大
き
な
変
化
に
積
極
的
に
対
処
し
、
で
き
う

る
限
り
の
施
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
事
態
の
推
移
に
、
積
極
的
弾
力
的
に
対
応
し
た

施
策
を
講
じ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

次
に
、
民
間
金
融
機
関
の
融
資
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
、
金
融
行
政
上
常
に
配
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
本
年
八
月
以
来
の
情
勢
に
鑑
み
、
特
に
影
響
の
大
き
い
中
小
企
業
に
対
す
る
金
融
が
円
滑
に
行
な
わ 

こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
に
繊
維
産
業
及
び
輸
出
関
連
中
小
企
業
に
対
す
る
特
別
融
資
は
、
関
係
業
界
の
置
か
れ

た
環
境
に
鑑
み
、
一
定
の
範
囲
内
で
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
特
別
低
利
な
条
件
で
融
資
す
る
こ
と
と
し
、

負
担
の
軽
減
を
図
つ
て
い
る
。 

四 

 



二

(一 ) 

中
小
企
業
の
体
質
の
強
化
及
び
近
代
化
等
に
資
す
る
た
め
、
税
制
上
、
所
得
税
の
専
従
者
控
除
、
中
小
法
人 

れ
る
よ
う
、
十
分
指
導
を
行
な
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
、
本
年
八
月
末
、
各
財
務
局
長
に
対
し
て
、

輸
出
関
連
産
業
を
中
心
と
す
る
中
小
企
業
に
対
し
、
金
融
機
関
が
特
別
の
配
慮
を
す
る
よ
う
指
導
す
る
旨
の
大

蔵
省
銀
行
局
長
通
達
を
出
す
と
と
も
に
、
九
月
初
め
、
中
小
企
業
庁
長
官
か
ら
も
各
金
融
団
体
に
同
趣
旨
の
要

請
を
行
な
つ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
そ
の
後
全
国
銀
行
協
会
連
合
会
を
は
じ
め
、
各
金
融
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
傘
下

の
金
融
機
関
に
対
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
対
策
と
し
て
、
輸
出
関
連
中
小
企
業
に
対
し
て
キ
メ
細
か

い
金
融
措
置
を
行
な
う
よ
う
呼
び
か
け
を
行
な
つ
て
お
り
、
こ
れ
に
応
じ
、
個
別
金
融
機
関
も
特
別
融
資
枠
の

設
定
な
ど
積
極
的
に
対
処
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
た
び
国
際
通
貨
調
整
の
決
着
に
伴
い
、
今
後
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
問
題
が
出
て
く

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
金
融
面
に
お
い
て
も
前
記
の
よ
う
な
従
来
の
対
策
を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
状
況
に
応
じ
て
さ
ら
に
積
極
的
か
つ
キ
メ
細
か
い
措
置
を
と
つ
て
参
り
た
い
。 

五 

 



(8) 

商
工
組
合
中
央
金
庫
の
融
資
に
係
る
抵
当
権
の
設
定
登
記
等
の
登
録
免
許
税
の
税
率
の
軽
減
措
置 

(7) 

協
業
の
た
め
現
物
出
資
を
し
た
場
合
の
納
期
限
の
延
長
及
び
圧
縮
記
帳
の
特
例 

(6) 

事
業
協
同
組
合
等
の
留
保
所
得
の
特
別
控
除 

(5) 

中
小
企
業
の
貸
倒
引
当
金
の
特
例 

(4) 

中
小
企
業
構
造
改
善
事
業
用
共
同
施
設
及
び
下
請
中
小
企
業
振
興
事
業
用
共
同
施
設
の
特
別
償
却 

(3) 

中
小
企
業
構
造
改
善
計
画
を
実
施
す
る
商
工
組
合
等
の
組
合
員
の
機
械
等
の
割
増
償
却
及
び
合
併
又
は

現
物
出
資
に
係
る
課
税
の
特
例 

(2) 

中
小
企
業
者
の
機
械
等
の
割
増
償
却
及
び
合
併
又
は
現
物
出
資
に
係
る
課
税
の
特
例 

(1) 

中
小
企
業
用
合
理
化
機
械
及
び
協
同
事
業
用
合
理
化
機
械
の
特
別
償
却 

の
軽
減
税
率
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
特
別
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
減
税
額
は
昭
和
四
十
六
年
度

予
算
で
平
年
度
約
一
、
五
六
〇
億
円
に
の
ぼ
る
。 

六 

 



(二 ) 
昭
和
四
十
六
年
度
の
税
制
改
正
に
お
い
て
は
、
中
小
企
業
対
策
を
さ
ら
に
お
し
進
め
、
新
た
に
次
の
措
置

を
講
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
減
税
額
は
昭
和
四
十
六
年
度
予
算
で
平
年
度
約
一
六
〇
億
円
に
の
ぼ
る
。 

(6) 

信
用
保
証
協
会
の
債
務
保
証
に
係
る
抵
当
権
の
設
定
登
記
等
の
登
録
免
許
税
の
税
率
の
軽
減
措
置
（
本 

(5) 

海
外
市
場
開
拓
準
備
金
制
度
に
つ
い
て
中
小
企
業
者
の
積
立
率
を
引
き
上
げ
る
。 

(4) 

公
害
防
止
施
設
に
つ
い
て
、
特
別
償
却
率
を
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
三
年
間
均
等
償
却

と
の
選
択
を
認
め
る
。 

(3) 

中
小
企
業
特
恵
対
策
臨
時
措
置
法
の
制
定
に
伴
い
、
特
恵
の
影
響
を
受
け
た
事
業
転
換
者
に
つ
い
て
、

転
換
施
設
に
つ
き
加
速
度
償
却
を
認
め
る
。 

(2) 

所
得
税
の
白
色
申
告
者
の
専
従
者
控
除
を
十
七
万
円
（
従
来
十
五
万
円
）
に
引
き
上
げ
る
。 

(1) 

所
得
税
の
青
色
申
告
者
に
つ
い
て
、
事
業
主
特
別
経
費
準
備
金
制
度
を
創
設
し
、
毎
年
事
業
所
得
の
五

パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
（
最
高
十
万
円
）
の
必
要
経
費
算
入
を
認
め
る
。 

七 

 



(四 ) 

以
上
の
よ
う
に
中
小
企
業
の
育
成
強
化
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
税
制
上
各
般
の
配
慮
を
行
な
つ
て
お
り
、 

(三 ) 

さ
ら
に
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
に
は
、
租
税
特
別
措
置
法
の
改
正
に
よ
り
、
米
国
の
輸
入
課
徴
金
制
度

の
実
施
等
に
伴
う
当
面
の
緊
急
中
小
企
業
対
策
と
し
て
、
国
際
経
済
上
の
調
整
措
置
の
実
施
に
伴
う
中
小
企

業
に
対
す
る
臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
調
整
措
置
で
影
響
を
受
け
た
旨
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を

受
け
た
中
小
企
業
者
等
に
対
し
、
次
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
減
税
額
は
、
平
年
度
約
五
〇
億

円
に
の
ぼ
る
。 

(2) 

都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
た
転
換
計
画
に
し
た
が
い
事
業
を
転
換
す
る
中
小
企
業
者
に
つ
い
て
、

計
画
に
し
た
が
い
処
分
す
る
機
械
装
置
等
の
償
却
が
処
分
時
ま
で
に
終
る
よ
う
加
速
度
償
却
を
認
め
る
。 

(1) 

純
損
失
又
は
欠
損
金
の
繰
戻
し
に
よ
る
還
付
制
度
に
つ
い
て
、
繰
戻
し
の
で
き
る
期
間
を
三
年
間
（
本

則
一
年
間
）
と
す
る
。 

則
一
、
〇
〇
〇
分
の
四
を
一
、
〇
〇
〇
分
の
一
に
軽
減
）
を
新
設
す
る
。 

八 

 



三 

政
府
は
、
担
保
力
の
乏
し
い
中
小
企
業
者
の
金
融
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
従
来
か
ら
、
中
小
企
業
者
の
た

め
の
信
用
補
完
制
度
の
充
実
に
努
め
て
き
て
い
る
が
、
特
に
本
年
は
、
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
改
正
等
に
よ

り
中
小
企
業
信
用
保
険
制
度
の
拡
充
を
図
り
、
中
小
企
業
者
の
信
用
補
完
制
度
に
対
す
る
要
望
に
積
極
的
に
応

え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま
ず
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
の
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
改
正
に
よ
つ
て
、
普
通
保
険
と
と
も
に
無
担
保
、

無
保
証
人
の
保
証
に
係
る
特
別
小
口
保
険
の
一
中
小
企
業
者
あ
た
り
の
保
険
限
度
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
、
五
〇
〇 

な
お
、
今
後
に
お
い
て
も
、
中
小
企
業
に
対
し
て
は
、
税
制
上
可
能
な
限
り
配
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
が
、
来
年
度
の
税
制
改
正
に
つ
い
て
は
、
税
制
調
査
会
の
結
論
を
ま
つ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た 

い
。 

こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
る
減
税
額
は
昭
和
四
十
六
年
度
に
お
い
て
平
年
度
合
計
約
一
、
七
七
〇
億
円
に
達
す 

る
。 

九 

 



 

一
〇 

万
円
か
ら
二
、
五
〇
〇
万
円
、
五
〇
万
円
か
ら
八
〇
万
円
に
引
き
上
げ
、
あ
わ
せ
て
公
害
防
止
保
険
制
度
を
創

設
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
今
回
国
際
経
済
上
の
調
整
措
置
の
実
施
に
伴
う
中
小
企
業
に
対
す
る
臨
時
措
置
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
、
輸
出
関
連
中
小
企
業
者
に
つ
い
て
は
、
特
に
中
小
企
業
信
用
保
険
制
度
上
特
例
措
置
を
新
設
し
、
普
通

保
険
、
無
担
保
保
険
及
び
特
別
小
口
保
険
の
保
険
限
度
額
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
現
行
の
限
度
額
（
無
担
保
保

険
は
、
三
〇
〇
万
円
）
の
ほ
か
、
そ
れ
と
同
額
を
別
枠
で
利
用
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
政
府
と
し
て
は
、
信
用
補
完
制
度
の
拡
充
に
十
分
配
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
ら

に
最
近
の
信
用
保
証
協
会
の
保
証
承
諾
額
の
急
増
に
対
処
す
る
た
め
中
小
企
業
信
用
保
険
公
庫
の
保
険
引
受
限

度
額
を
五
、
〇
〇
〇
億
円
引
き
上
げ
、
信
用
補
完
の
面
か
ら
中
小
企
業
金
融
の
円
滑
化
を
推
進
し
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
信
用
補
完
制
度
を
充
実
す
る
方
向
で
対
処
し
て
参
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




